
京都学講座
異端と奇譚

-ちょっと違う、ぜんぜん違う、珍しくて不思議なおもしろいものたち -

2026 年度上半期開講

この世界には「正統」や「主流」とされるものが幅を利かせていますが、そこから外れた
異端なものたちがときに大きな魅力を放って、人々の心を虜にすることがあります。
今回の京都学講座では、摩訶不思議な妖怪や異界、王道から外れた奇才たち、世間で
知られていない珍しい話など、わくわくするような異端と奇譚の講座を開催します。
ぜひご一緒に、魅力あふれる異端と奇譚の世界について学びましょう。

お問合せ：サールナートホール　TEL054-273-7450

日　時：2026/4/18（土）～ 9/19（土）第三土曜日開催（８月のみ第五土曜日開催）　
　　　　13：15 開演　(12：45 開場 )　　料　金：１回受講 1,500 円　
※予約不要。開催日当日の開演時間までに、サールナートホール２階にお越しください。
主　催：宝泰寺　協力：花園大学　㈱サールナートホール※講師や内容に変更がある場合もございます。

受講生大歓迎！

4/18（土）「日本文化における正統と異端 ―奇異なものの面白さを知る―」
　　　　　　　　　　　　　            花園大学　文学部教授　福島恒徳氏
5/16（土）「知っているようで知らない七夕のヒミツ―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他界につながる七夕の奇譚―」
　　　　　　　                  京都美術工芸大学 芸術学部 准教授　田中正流氏
6/20（土）「摩訶不思議！？占いの世界 
                                                                   ～陰陽道からハートのエースが出てこないまで～」
                                                                                         占術研究家　吉田篤志氏
7/18（土）「役小角と修験道の美術」　香雪美術館　学芸員　郷司泰仁氏
8/29（土）「禅宗美術にみる異端の絵師と奇譚の画題」
                                            　　　 妙心寺派宗務本所特別研究員　志水一行氏
9/19（土）「異端の日本美術史 ―奇想は若冲だけじゃない―」
                                                         　　    花園大学　文学部教授　福島恒徳氏
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